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 「共生社会に向けて」
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福井県特別支援教育センター・福井県教育庁嶺南教育事務所特別支援教育課 

  巻頭言 「共生社会に向けて」   

  57年ぶりに東京で開催されたパラリンピックが9月5日に閉会しました。開催

期間中は活躍する選手の姿に感動し，幾度となくテレビの前で涙を流しまし

た。「違いは強みであって弱みではない。」，アンドリュー・パーソンズ国際

パラリンピック委員会会長の言葉です。多様性を認め合い，全力で前に進む選

手たちの姿に，多くの人が釘付けになったのではないかと思います。 

共生社会にむけての第1歩は，「障がいのある人たちに関心を持つこと」では

ないかと思っています。障がいのある人たちも，自分とは違う障がいのある人に関心を持って

ほしいと思います。学校教育においては，平成24年より共生社会の形成を目指してインク

ルーシブ教育が進められており，福井県では平成27年度からの5年間で特別支援学校と全ての

小・中学校が交流及び共同学習を実施しました。小・中学校では特別支援学級と通常学級の交

流が日常的に行われていることと思います。インクルーシブ教育システムとは「人間の多様性

の尊重等を強化し，障がい者が精神的および身体的な機能等を最大限度まで発達させ，自由な

社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下，障がいのある者と障がいのない者が

共に学ぶ仕組み」のことです。コロナ禍にあり，直接の交流は難しいこともありますが，ICT

機器等を使用して，そのつながりをぜひ継続してほしいと思います。そして，それぞれに関心

を持ち続けてほしいと思います。パラリンピックの選手をテレビの前で応援していた方々も然

りです。 

先日美術館に出掛け，「生命賛歌」という題名の影絵作品に出会いました。人，動物，鳥，

魚，蝶，木，花，山など地球上に命を宿る全てのものが一堂に会し，音楽を奏でてそれぞれが

伸び伸びと輝いていました。魚は海を飛び出し，鳥と一緒に空を舞っています。うっとりと見

入ってしまうようなそんな世界が未来に待っていますように・・・と目に焼き付けて帰途につ

きました。 

 

  ・令和３年度の研修講座について           
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      高校教育課 特別支援教育室長 

・高等学校における特別支援教育について 

 

林 久美子 氏  

・校内就学相談の進め方の研修について 

  ～市町教育支援委員会の充実に向けて～  

・実践研究発表会のご案内 
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  令和３年度の研修講座について 

今年度は，感染防止策を講じた研修のあり方を検討し，MicrosoftTeamsを

活用した研修を実施しました。当初，集合開催を予定していた講座に関して

も，感染拡大のためオンラインに切り替えて実施しました。 

昨年度「特別支援教育担当教員の資質向上に向けた人材育成プロジェクト」

の取組において，当センターの研修の整理や見直しを行いました。今年度

は，「自校の特別支援教育コーディネーターの業務を円滑に遂行することが

できる」，「特別支援教育に関する知識や気がかりな児童生徒を支える指導

力を身に付ける」ことをねらいとし，特別支援学級担任や特別支援教育コー

ディネーター経験2年目以降の先生方に向けた研修講座を設定しました。 

 これからの特別支援教育を担う先生方の力量形成のために・・・ 
 対象者を設定した講座を設けました 

 研修講座No.4「福祉と園・学校との連携」を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

   昨年度は全講座中止となった研修講座ですが，今年度は全ての講座を開催することができました。開催に当た

り，多くのご理解・ご協力をいただき，大変ありがとうございました。今年度の研修講座は，実施方法等の見直しを

図って実施しました。ここでは，その目的や実際の研修の様子についてお伝えします。 

  本講座は，特別支援学級担任や特別支援教育コーディネーター経験2年目以降の先生方を対象に，「福祉

に関する基礎的知識と，園・学校とつながる福祉の役割について学ぶ」こと，「園・学校と福祉がどのように連

携していけばよいか，実際の事例を通して学ぶ」ことを目的に開催しました。 

  午前の部では，足羽福祉会 パステル 生活支援員 髙村 真紀子 氏から「福祉サービス等の基礎的知識に

ついて」，午後の部では「福祉と園・学校との連携事例の紹介」について，ご講義をいただきました。また，午後

の部ではグループに分かれての意見交換を行い，髙村先生のご講義や事例をお聞きして学んだこと，自分の

所属における福祉や学校とのかかわりなどについて，活発な話し合いがなされました。  

【受講者アンケートより】 

● 子どもが受けられる福祉サービスの詳しい内容や，連絡の

仕方がよく分かりました。特学担任として，保護者に説明が

できるよう情報を得ることが大切だと思いました。 

● 学校だけではサポートしきれない部分を福祉のサービスを

利用することができると知り，家庭・学校・福祉・医療等の

連携が重要だと分かりました。特別支援教育コーディネー

ターとして，つなげていくことの必要性を再確認しました。  

【講義より】 

● 学校と福祉の連携が求められている背景には法的

根拠がある 

● 成人のひきこもりや行動障がいの問題は，小中学

校のときに不登校の経験があることや行動障がい

を抱えていることと深く関連している。そのため，学

齢期から学校と福祉が連携して対応に当たること

ができるとよい 

 【学校と福祉との連携で効果的だったこと】 

● 本人の強みを生かす支援を考える 

● 子どもと園・学校のつながりを支えるために

学校と役割分担し学校外の場の支援を行う 

● 園・学校と家族の良好な関係を支援するため

に，利用可能な福祉サービス等の情報提供

や関係者間の情報共有を行う 

 withコロナ時代に対応した研修として・・・ 

 MicrosoftTeamsを活用したオンライン講座を導入しました 
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 高等学校における特別支援教育について 

 高等学校においても特別な教育的ニーズのある生徒に，障がいの状態などに応じた指導や支援を行って

います。本人・保護者が合理的配慮の提供を求めている場合には，積極的に対応していくことが望まれま

す。また，通級による指導（高校通級）を受けている生徒も年々増えてきました。以下では，県内の高等

学校における校内支援体制作りや現職教育，実際の支援の一例をご紹介します。 

【授業が分からず不登校気味になっていた生徒の支援をチームで考えた事例】 

  Cさんは，中学校から数学が大の苦手でしたが，本人が選択したコースでは，２年生から

簿記やビジネス実務などの授業があります。本人は，その専門教科が全く分からず，その

授業がある日はお腹が痛くなり，その授業が終わったら登校するなど，非常に辛い思いをしていまし

た。そこで，本人，保護者，担任，学科担当者，学年主任，特コ，センター所員で支援会議を行いま

した。本人が，簿記などの教科書を読んでも内容が入ってこないという思いを受けて，担任がNHK高

校講座を視聴することを提案。本人は，それならやれそうだと納得し，保護者とともに視聴すること

にしました。また，教科担当者からは，検定試験に向けて問題集のどのページを繰り返し解くといい

のか具体的に伝えてくださいました。また，教科担当者の空き時間に質問に行くことに決まり，それ

らのことは個別の教育支援計画に記載されました。現在，Cさんは，遅刻や欠席をすることなく登校し

ているということです。担任一人に任せることなく，本人の思いを大切にしながらみんなでアイディ

アを出すことでCさんへの適切な支援を考えられたのだと感じました。 

【B高等学校における取組】 
 B高等学校では，年3回教育相談研修会を実施しています。事例検討をしたり，就労支援について学

んだりなど，校内の課題やニーズに応じて相談係が企画しています。ここでは，昨年度末の研修につ

いて紹介します。 

 校内における特別支援教育の現状と高校通級に対する理解を深めることを目的に，実際に行ってい

る通級の授業を紹介し，先生方に体験してもらう形で行いました。体験した活動は，『自分らしさを

探そう』をテーマに，ワークシートに自分の得意なこと，好きなことを記入してグループで自己紹介

し，グループメンバーから「いいね」メッセージを受け取り，自分の良さに気付くという内容でし

た。研修後の感想では，「初めて通級の授業に触れる先生方もおられ，通級指導を知る機会になった

ことが良かった」「自立活動について理解できた」「『話す』『聞く』という言語活動を通して，自

分の良さを認識する機会にできると思う」などが寄せられました。研修後，通級担当者と担任とのつ

ながりが深まり，担任が通級の授業に参加し，一緒にソーシャルスキルゲームを行うな

どの機会も増えたようです。 

 この研修を通して，高校通級についての理解，特別な教育的ニーズのある生徒理解を

深める良い機会となっていると感じました。 

【A高等学校における取組】                        
■ 校内特別委員会  メンバー：管理職，教務部長，保健主事，   
                                                教育相談，特コ，学科主任で構成 

      気がかりな生徒を校内でどのように支援をしていくか，高校通級が必要かどうかなど， 

      必要に応じて開催しています。学年主任や教科主任，担任が入ることもあります。 
  
■ 「支援のスタートは本人・保護者から」合格者登校日に配る冊子の中に，高校通級や気がかりなことが 
   ある保護者を対象とした面談案内などの内容を盛り込んでいます。本人・保護者からの配慮要請が 

   支援のスタート。中学校から高等学校へのスムーズな移行支援につながっています。 

■ 「現職教育で校内のスキルアップ」 スクールカウンセラーと連携した研修を年一回行っています。  

    配慮が必要な生徒の事例を共有したり，生徒にかかわる障がいについて学んだりして，校内の教職 

       員の特別支援教育に対するスキルアップを図っています。 
  

 Ａ高等学校の特コは，特コとして校内でいろいろな先生方と話をすることを大切にされています。

支援や配慮を要する生徒を校内みんなで支えているＡ高等学校の温かい     

校内支援体制には，校内の人と人をつなぐ特コの存在が欠かせないことを感じました。 
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 当センターでは，市町教育委員会と連携し，市町教育支援委員会の充実に向けての取組を継続して

行っています。今年度は，校内の就学相談の充実に向け，特コ連絡協議会などの研修の機会に「校内就

学相談の進め方」と題した研修を行っています。研修実施に当たっては，市町の指導主事と市町の実情

や課題について話し合い，それらに応じた研修の内容や流れを検討しました。できるだけ，参加される

先生方に主体的に考えていただくために，講義形式だけではなく，身近にありそうな学びの場の変更に

関わる事例を提示しました。参加者は，管理職，特コ，通常学級担任など様々です。事例では，通級指

導，特別支援学級への学びの場の変更を視野に入れる場合に，校内で検討しなければな

らないことについて考えていただきました。                                       

台大切にしたいポイントは，①学びの場について正しく理解すること ②本人の実態を

正しく見立てること ③学校の教育環境を顧みること ④校内就学指導委員会（教育支

援委員会）で協議すること です。グループ協議では，これらのポイントに関わる気づ

きや発言がたくさんあり，校内の就学相談について改めて考えるよい機会になりまし

た。今後も，この研修を継続して実施していく予定です。 

 

 

 

 

 

  

 

      

     実践研究発表会のご案内 
 特別なニーズのある子どもを支える～連携や協働を通して～ 
 特別なニーズがある園児児童生徒への指導や支援の在り方，園・学校内外
で連携して取り組む特別支援教育に関する実践研究の発表を通して，広く意
見や情報を交換し，指導の一層の充実と教職員の資質向上を図るため，『実
践研究発表会』を毎年開催しています。ぜひご参加ください。          

日時：令和４年２月９日（水） 

主会場：福井県特別支援教育センター 

発表形式：参加者と遠隔システムでつないで実施 

各所属校・機関からご参加いただけます！ 

☆ 詳しくは，各園・学校・機関に配付する開催要項（１２月末配付）をご覧ください。 
また，ホームページでもご案内いたします。   

発表者 

募集中！ 

  C市町の指導主事より 

全ての学校の教頭兼特コに参加し

ていただくことができました。就

学相談に対する正しい理解が各学

校でさらに進められると思いま

す。 

事例検討の際は，活発な意見交換をありがとうございました。

この研修で学んだことを，校内の就学相談を進める上で生かし

ていただけると幸いです。 

B市町の参加者からのアンケートより 

・事例検討を通して，自分の中で

以前より問題点を見つけられるよ

うになってきたと感じました。し

かし，まだ足りないところがあ

り，グループの先生から様々な観

点を教えてもらい，学ぶことがで

きました。 

    B市町の指導主事より                  

学校によって特別支援教育の理

解や体制が様々なので，このよ

うな研修の機会は大切だと思い

ます。 

   A市町の指導主事より 

遠 隔（Teams）で 行 う こ と

で，特コだけではなく校内の

先生方にも研修を受けてもら

い，校内就学相談の進め方に

ついて学校全体で理解しても

らえてよかったです。          

A市町の参加者からのアンケートより 

・就学相談の進め方について，検

討すべきポイントがあることが分

かり，勉強になりました。             

・就学相談の進め方について，あ

いまいだったところがよく分かり

ました。 

C市町の参加者からのアンケートより 

・通級指導のあり方や，学びの場

が変更されるまでの就学相談のプ

ロセスが分かりました。校内でも

周知し，今後さらに理解を深め，

保護者と向き合えるようにしたい

です。 

校内就学相談の進め方の研修について～市町教育支援委員会の充実に向けて～ 


